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研究成果の概要（和文）：STZ誘導糖尿病マウスでは、誘導後８週をピークに脈絡膜厚が有意に肥厚することが
示唆された。病理組織所見としては、STZ誘導８週では、脈絡膜に間質成分の増加、色素沈着の増加と微小血管
の増加もみられた。脈絡膜組織におけるVEGF、αB－クリスタリン濃度は、STZ誘導４－８週にかけて、有意に低
下していることが判明した。同様の結果は、網膜組織においてもみられた。今後は糖尿病モデルマウスの進行に
おけるVEGF、αBークリスタリンの発現低下の意義について検討を行う予定である。

研究成果の概要（英文）：We found that retinal pigment epithelium (RPE)/choroid thickness was 
significantly increased from 4 to 8 weeks after streptozotocin (STZ) stimulation, which reached 
maximum at 8 weeks. Histopathology demonstrated thickened choroid comprising stromal accumulation of
 some materials and pigments as well as small vessels 8 weeks after stimulation. We further examined
 protein concentrations using ELISA system. VEGF and alphaB-crystallin concentrations in RPE/choroid
 proteins were significantly lower in 8 weeks after STZ mice than 4 weeks or control mice. Retinal 
tissue proteins also revealed similar VEGF/alphaB-crystallin concentrations. We now try to analyze 
mechanisms underlying such down-regulation of VEGF/alphaB-crystallin in STZ-induced diabetic mice. 
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1. 研究開始当初の背景: α—クリスタリンは
small heat shock proteinの１つであり、我々
はαB−クリスタリンが血管新生因子 VEGF
の分子シャペロンであることを報告してき
た。糖尿病網膜症は本邦においても重大な成
人の失明原因の１つであり、その病態に
VEGF が重要な役割を果たす。糖尿病網膜症
の病態に、網膜だけでなく脈絡膜も重要な役
割を果たすことも近年明らかになってきた。
しかし、糖尿病網膜症の病態における VEGF
—αB−クリスタリンの関連は充分には検索さ
れていない。 
 
２．研究の目的：本研究では糖尿病モデルマ
ウスにおける VEGF、αB−クリスタリンの発
現について、網脈絡膜厚との関連について検
討することを目的とした。 
 
３．研究の方法：ストレプトゾトシン（STZ）
誘導糖尿病モデルマウスを作製し、光干渉断
層にて脈絡膜厚を測定する。STZ 誘導後、眼
球を摘出して、病理組織学的検討を行う。網
膜と網膜色素上皮（RPE）・脈絡膜複合を採
取して、そうタンパクを抽出し、ELISA 法を
行う。 
 
４．研究成果：STZ 誘導糖尿病マウスでは、
誘導後８週をピークに脈絡膜厚が有意に肥
厚することが示唆された。病理組織所見とし
ては、STZ 誘導８週では、脈絡膜に間質成分
の増加、色素沈着の増加と微小血管の増加も
みられた。脈絡膜組織における VEGF、αB−
クリスタリン濃度は、STZ誘導４−８週にかけ
て、有意に低下していることが判明した。同
様の結果は、網膜組織においてもみられた。
今後は糖尿病モデルマウスの進行における
VEGF、αB—クリスタリンの発現低下の意義に
ついて検討を行う予定である。 
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